
 

 

  
 

2024 年 9 月 24 日 

 

 

各  位 

会社名 株式会社クラウドワークス 

住所 東京都渋谷区恵比寿 

四丁目 20 番３号 

代表者名 代表取締役社長 吉田浩一郎 

（コード番号：3900 東証グロース） 

問い合わせ先 取締役 月井貴紹 

TEL. 03-6450-2926 

 

 

完全子会社（株式会社蒼天）の 

吸収合併および特別損失（抱合せ株式消滅差損）の計上に関するお知らせ 

 

 
当社は 2024年 9月 24日開催の取締役会決議に基づき、2025年 1月 1日を効力発生日として、当

社の完全子会社である株式会社蒼天（以下「蒼天」といいます。）を吸収合併する合併契約を締結

したことを、下記の通りお知らせいたします。 

なお、本合併は完全子会社を対象とする吸収合併のため、開示事項・内容を一部省略して開示し

ております。 

また、本合併に伴い、特別損失（抱合せ株式消滅差損）の発生が見込まれるため、会社法第 796

条第３項および第 795条第２項第１号の規定により 2024年 12月に開催予定の定時株主総会の承認

が得られることを条件としております。当該定時株主総会の開催日については、現時点において決

議されておりませんため具体的な日付の記載は割愛いたします。 

 

記 

1． 合併の目的 

当社事業と蒼天が運営する「タイムキーパー」との更なる連携強化、またグループにおける経

営の効率化及び経営資源の有効活用を目的として、吸収合併することといたしました。 

 
 

２．合併の要旨 

（１）合併の日程 

合併決議取締役会日 2024年 9月 24日 

合併契約締結日 2024年 9月 24日 

株主総会承認決議予定日 2024年 12月（予定） 

合併予定日（効力発生日） 2025年 1月 1日（予定） 

 

（２）合併方式 

当社を吸収合併存続会社、蒼天を吸収合併消滅会社とする吸収合併方式で、蒼天は効力発

生日をもって解散いたします。 

 

（３）合併に係る割当の内容 

当社完全子会社の吸収合併であるため、本合併による新株式の発行及び金銭等の交付は行

いません。 

 

（４）消滅会社の新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

該当事項はありません。 



 

 

３．合併当事会社の概要 
 吸収合併存続会社 吸収合併消滅会社 

(1) 名称 株式会社クラウドワークス 株式会社蒼天 

(2) 所在地 東京都渋谷区恵比寿四丁目 20番３号 東京都渋谷区恵比寿四丁目20番３号 

(3) 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 吉田 浩一郎 代表取締役 大類 光一 

(4) 事業内容 クラウドソーシング事業 労働時間管理・PC資産管理のSaaS、

アプリケーション開発、OEM・カス

タマイズ、API 開発 

(5) 資本金 2,751 百万円(2023年 9月 30日時点) 40 万円(2024 年 5 月 31 日時点) 

(6) 設立年月日 2011 年 11 月 11 日 2003 年６月 18 日 

(7) 発行済株式数 15,509,960 株(2023 年 9 月 30日時点) 407 株(2024年 5月 31 日時点) 

(8) 決算期 ９月 30 日 ５月 31 日 

(9) 大株主及び株主比率 吉田 浩一郎         24.11% 

日本カストディ銀行（信託口） 16.05% 

株式会社サイバーエージェント  9.76% 

THE BANK OF NEWYORK 133652    3.92% 

住友生命保険相互会社          3.17% 

(2023 年 9 月 30 日時点) 

株 式 会 社 ク ラ ウ ド ワ ー ク ス 

100.00％ 

(2024 年 5 月 31 日時点) 

(10) 直前事業年度の財政状態及び経営成績 

決算期 2023 年９月期（連結） 2023 年５月期（個別） 

純資産 6,039 百万円 △26 百万円 

総資産 9,995 百万円 28 百万円 

一株当たり純資産 372.95 円 △64,166.65 円 

売上高 13,210 百万円 62 百万円 

営業利益 1,153 百万円 1 百万円 

経常利益 1,238 百万円 1 百万円 

親会社株主に帰属する 

当期純利益 

1,096 百万円 △87 百万円 

一株当たり当期純利益 71.23 円 △253,533.66 円 

（注）持株比率は、発行済株式総数から自己株式数を控除して計算しております。 

 

４．合併後の状況 

本合併による当社の名称、事業内容、本店所在地、代表者、資本金及び決算期に変更はありま

せん。 

 

５．今後の見通し 

本合併に伴い、当社個別決算において特別損失（抱合せ株式消滅差損）として約 20 百万円を

計上する見込みですが、本合併は、当社の完全子会社との合併であるため、連結業績への影響は軽

微であります。 

 

 

以 上 


